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１．はじめに 
日本原子力研究開発機構（JAEA）では地層処分エンジニアリング統合支援システム（iSRE）の開発を行って

いる１～3）．ここでは（その 4）に続き，iSREの試運用の概要と抽出された課題について報告する． 

２．iSRE を用いた試運用の概要 
プロトタイプとして試作した iSRE のデータベースおよびイ

ンターフェース機能を利用し，地層処分事業の各段階で行われ

る行為とその情報のやり取りを想定して試運用（iSRE へのデー

タの登録・保存や検索・参照）を実施した．今回の試運用では，

図－1に示す iSREの機能のうち「文書管理」「モデル管理」「地

形・地質」の各機能を対象とし，以下の各段階において様々に

発生する登録／検索データを取り扱った．情報を登録する事業

段階としては調査段階と建設段階に対象を絞り，構造物は簡略

的に立坑１本と地下水平坑道の一部を対象とした．試運用の検

討ステップを図－2に示す． 

「地上からの調査段階」では，調査結果に基づく設計条件の

整理や施設設計が行われることを考慮して仮想的な地質モデル，

設計図書，設計根拠書等を作成・登録した．「地下施設の建設段

階」では，後述するシナリオ 1 に対応する坑道施工中に断層が

発見されることを想定して，施工中断→設計変更→再施工のプ

ロセスを設定し，建設に伴う前段階の地質情報の修正を反映す

る形で，地質モデルや設計図書等のデータファイルを順次更新

した．これらのモデルやファイルを iSRE の所定のデータベース

に対して格納および取出しができることを確認した． 

３．データ登録およびデータ検索の試行 
試運用では「データ登録」と「データ検索」を分けて実施し

た．「データ登録」の試行では，図－2の各段階で作成される文

書ファイルとして，既往公開文献 4）を収集整理して調査情報，

設計根拠，設計計算書，工事記録等に該当するファイル（PDF）

を作成した．地質モデル，構造モデル，図面等については，

AutoCAD や Civil3D 等を用いてファイルを作成し，これらを

iSREに登録した．「データ検索」の試行では，長期間にわたる処

分事業において iSRE を利用することのメリットは，例えば建設 図－2 試運用で想定した検討ステップ 
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図－1 iSRE の機能構成 
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から数十年経過後の担当者が建設当時の記録や

情報を抽出する際等に，必要なデータを効率的か

つ容易に入手できることにある．このような観点

から，実際の事業において生じうるシナリオとし

て下記 3点を想定し，これらのシナリオにおいて

必要となる情報（ファイル）を効率的に検索，抽

出できるかを試行により確認した． 

・シナリオ 1：遭遇した断層が事前調査より高透

水性と判明→安全評価等の再検討実施 

・シナリオ 2：立坑構築から数十年後に立坑の覆

工表面にひび割れを発見→対策工の実施 

・シナリオ 3：地下坑道建設から数十年後に耐震

設計指針が改定→バックチェック(再照査)の

実施 

ここでは，例としてシナリオ 1 における検討と

データ検索の流れを図－3 に，iSRE の画面から地

質モデルファイル（図－3 赤囲い）をダウンロー

ドして対象土層を確認する作業のイメージを図－

4 に示す． 

４．課題の抽出・整理 
一連の登録・検索の試行により，必要なデータ

取得に対する確実性向上に向けた課題や検索機能

等の利便性の向上に向けた改善点が抽出された．抽出された課題を「①検索および登録」，「②操作の利便性」，

「③誤操作やトラブルの発生」に分類し，それぞれに対する対応策を検討した．①～③の各課題に対する具体

的な対応方針の例として，「①横断的な検索機能（イベント機能）の追加により検索漏れの発生等を防止する」，

「②3Dモデルと関連ファイルの連携機能の追加により 3Dモデルの属性情報から関連する情報を閲覧可能とす

る」，「③フォルダ･ファイルの操作履歴の記録等の管理機能の見直しにより誤操作による上書き等を回避する」

等が挙げられた． 

５．まとめ 
「地上からの調査段階」と「地下施設の建設段階」における検討ステップを例にとり，実際の事業において

生じるシナリオを想定したプロトタイプの試運用を実施した．また，前項に示したとおり，iSRE の今後の課

題や改善点等を抽出し，その対応方針について検討を実施した． 

なお，本報告は経済産業省資源エネルギー庁の「平成 28 年度地層処分技術調査等事業（直接処分等代替処

分技術開発）」の成果の一部である． 
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図－3 シナリオ 1のデータ検索の流れ 

ダウンロード→NavisworksでOpen

対象土層の確認

図－4 シナリオ 1におけるデータ検索の例（イメージ） 
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